
第１回 軽井沢町新施設（庁舎及び交流センター）建設工事 

総合評価審査委員会 議事概略 

●開催日時：令和 8年 9月 1日㈫ 15:00～17:00 

●場  所：軽井沢町役場 1階 第 2会議室 

●参  加  者：池田委員、小林(精)委員、上野委員、小林(信)委員、内堀委員 

      (事務局)新庁舎周辺整備課 土赤課長、佐藤室長、栁澤主査、佐藤 

●概略 

➢軽井沢町新施設（庁舎及び交流センター）建設工事に係る総合評価方式の基本的な考え方について共

有した。 

 

➢委員会の主な役割は、①総合評価実施要綱及び落札者決定基準の策定、②応札者から提出される技術

提案書等の技術評価により落札者を決定することを確認した。 

 

➢委員互選により委員長には池田委員、委員長の指名により、職務代理者は小林(精)委員が選出された。  

 

➢委員名は公表し、会議は入札に関わる審議であるため非公開、議事の概略を公開する方針とした。 

 

➢発注方針については、近年の庁舎建設における不調・不落リスクや、事前のサウンディング型市場調

査の結果を踏まえ、価格だけでなく技術力・施工体制・履行の確実性・地域貢献等を総合的に評価

する総合評価方式を採用する方針となった経過を共有した。 

 

➢建築・電気・機械設備の分離発注を基本方針とし、参加しやすさを確保しつつ、不調・不落時の原因

特定やリカバリーをしやすい発注形態とする考え方を共有した。 

 

➢総合評価の類型は、高度技術提案とはせず、簡易型を基本としつつ、標準型の評価項目を一部取り込

む方向で検討することを共有した。 

 

➢過度な VE提案や設計変更を伴う重い提案は求めず、参加事業者に過度な負担を与えないことが重要

である考え方を共有した。 

 

➢参加申込決定後には、委員の利益相反確認を行う必要があることからガイドラインなどを確認し、対

応することが重要であるとの指摘があった。 

 

➢万一不調・不落となった場合に備えた対応シナリオも詳細に整理する必要があることが指摘された。 

 

 

 

 

 

 

 


